
 

決算特別委員会産業建設分科会 

Ｒ１．９．１８（水） 

午後１時３０分～       

                                                                    場所：第３委員会室 

 

１ 開 議 

 

２ 事務事業評価選定事業の論点整理 

（１）バス交通関連経費 

（２）商工業振興対策経費 

（３）観光推進経費 

 

３ その他 

（１）審査日程 

  ・９月１９日（木）１０：３０～ 所管分審査（まちづくり推進部）、事務事業評価 

  ・９月２０日（金）１０：００～ 所管分審査（産業観光部）、事務事業評価 

  ・９月２４日（火）１０：００～ 所管分審査（上下水道部） 

                  分科会採決 
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◎事務事業評価 論点整理資料 
 
① バス交通関連経費 

選定理由 

（前回意見） 
○バス路線の拡張だけでなく、地域を含めた考え方は。 
〇予算が１億円以上かかっているが、現在の利用状況と少子高齢化に対

応した公共交通のあり方は。 
〇東別院町のように、地元が送迎し、行政は運営経費を助成するという

方向で行くのかなど、今後のビジョンは。 
○拡大する要望にどう対応していくのか。 

参考 

＜主要施策報告書 主な経費の推移＞         （単位：円） 
 H30 決算 H29 決算 H28 決算 

コミュニティバス運行業務委託料 30,447,265 30,943,180 31,946,855 

亀岡市地域公共交通網形成 

計画策定業務委託料 
2,926,800 － － 

ふるさとバス運行補助金 75,853,000 73,603,000 76,452,000 

地方バス路線運行維持費 

補助金 
6,708,090 6,543,190 6,363,130 

交通空白地等地域生活交通 

事業補助金 
1,288,000 1,308,000 3,314,000 

計 117,223,155 112,397,370 118,075,985 

 

＜主要施策報告書 年間利用者数の推移＞       （単位：人） 

 H30 決算 H29 決算 H28 決算 

コミュニティバス 103,791 121,747 122,472 

ふるさとバス 124,856 135,158 139,850 

計 228,647 256,905 262,322 
 

論点 

○ 

○ 
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◎事務事業評価 論点整理資料 

② 商工業振興対策経費  

選定理由 
（前回意見） 
○一般財源や予算総額が大きい中で、どこにどれだけ支出したのか。 
○効果は。 

参考 

＜主要施策報告書 主な経費の推移＞ 

 H30 決算 H29 決算 H28 決算 

亀岡商工会議所事業補助金 14,534,360 8,005,000 8,231,000 

平和祭（花火大会）事業補助金 4,000,000 3,500,000 3,500,000 

企業立地等奨励金 
40,244,600 

（12 件） 

24,302,200 

（4 件） 

27,089,300 

（4 件） 

商工業振興公共下水道助成金 11,446,000 8,000,000 8,000,000 

地域商店街にぎわいづくり 

支援事業補助金 
419,000 600,000 1,818,000 

ものづくり産業雇用支援助成金 
15,500,000 

（48 件） 

9,600,000 

（27 件） 

15,660,000 

（29 件） 

創業促進助成金 
1,310,000 

（4 件） 

1,645,000 

（6 件） 

995,000 

（3 件） 

商工業振興事業補助金 14,500,000 14,500,000 12,500,000 

ものづくり産業経営安定化 

支援助成金 

725,800 

（3 件） 

419,200 

（2 件） 

1,462,600 

（7 件） 

商店街等総合振興事業費 

補助金 
896,000 － 3,304,000 

計 103,575,760 70,571,400 82,559,900 

 

＜平成２９年度 論点＞ 

・ 補助金等は適正に支出されているか。 

・ 事業の成果、事業の効果は。 

論点 

○ 

○ 
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◎事務事業評価 論点整理資料 

③ 観光推進経費  

選定理由 

（前回意見） 
○観光入込客数と成果は。 
○担当者は誰か。職員はどれだけ関わっているのか。 
○負担金の中に人件費は入っているのか。 
○来年度の収益と観光入込客数の見通しは。 

参考 

＜主要施策報告書 主な経費の推移＞ 

 H30 決算 H29 決算 H28 決算 

観光協会補助経費 36,189,830 44,814,000 40,752,000 

関係団体会費及び負担金 
18,752,000 

（6 団体） 

19,793,500 

（7 団体） 

705,000 

（7 団体） 

観光おもてなし事業 3,822,120 3,688,200 3,722,760 

外国人観光客向け観光案内所

窓口強化事業 
11,898,360 11,076,480 8,142,120 

丹波亀山城下町 

まち歩き誘客事業 
1,728,000 2,094,120 2,160,000 

かめまる体操普及事業 100,000 100,000 500,000 

産業観光支援事業補助金 1,200,000 1,200,000 1,200,000 

亀岡光秀まつり事業補助金 1,840,000 1,840,000 1,840,000 

伝統芸能保存育成事業 

補助金 

530,000 

（3 団体） 

530,000 

（3 団体） 

560,000 

（3 団体） 

城下町観光誘客事業補助金 1,000,000 1,000,000 1,000,000 

平和祭事業補助金 300,000 320,000 320,000 

森のステーションかめおか 

推進事業補助金 
15,000,000 34,000,000 9,178,000 

かめおか霧のテラス 

ライブカメラ配信事業 
38,880 170,100 － 

亀岡の生活文化等について取り

まとめた冊子作成業務 
185,000 － － 

デジタルサイネージ配信用観光

映像制作業務 
430,920 － － 

花の観光かめおか推進事業 

補助金 
2,000,000 － － 

にぎわいイベント支援事業費 

補助金 

60,000 

（2 件） 

120,000 

（4 団体） 
－ 

計 95,075,110 120,746,400 70,079,880 

 

＜平成３０年度 論点＞ 

・「観光協会補助経費」の詳細と事業効果は。 

・「観光おもてなし事業」の詳細と事業効果は。 

・「外国人観光客向け観光案内所窓口強化事業」の詳細と事業効果は。 

・「森のステーションかめおか推進事業」の詳細と事業効果は。 

                           裏面につづく 
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＜平成２９年度 論点＞ 

・ 補助金等は適正に支出されているか。 

・ 事業の成果、事業の効果は。 

論点 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 
 












